
五所川原市には図書館が３館あるのを知っていましたか？本館が五所川原市立図書館、

分館が金木と市浦にあります。今回はその分館について紹介します！ 

【伊藤忠吉記念図書館】℡0173-53-3049 
金木出身の作家太宰治、三味線の本を主に置いています。 

さらに映画・相撲・ミステリーの本が特徴の「澁谷文庫」

というコーナーもあります。青森放送の社長をされた澁谷

吉民（しぶたによしたみ）さんが生前集めていた本を、遺

族の方から寄贈していただきました。澁谷さんは無類の映

画好きだったそうで「澁谷文庫」には３千冊を超える映画

パンフレット、『キネマ旬報』『アートシアター』などの

映画雑誌があります。このほかにも話題の本や児童向けの

本もあります。芦野公園がすぐ近くなのでついでに寄って

みてください♪ 

関連図書：『青森ドロップキッカーズ』（森沢 明夫/著 小学館） 
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 図書館のあれこれ 

【市浦分館】℡0173-35-2111(内線4041) 
市浦総合支所内にあります。こじんまりとした分館です。 

市浦には縄文時代の五月萢遺跡、中世の十三湊遺跡などの遺

跡があることから遺跡関連の郷土資料が充実しています。 

その他にも新着コーナー、児童書コーナーがあります。 

予約やリクエスト等のサービスも可能ですので、職員にお声

がけください。しじみのとれる十三湖が近くにありますので

十三湖へ寄ったついでに来てみてはいかがでしょうか♫ 

論語にある「温故知新」をもとにして図書館といえば「本」、五所川原市立図書館と

いえば「古」くからの郷土資料が多く揃っているという当館らしいタイトルを考えま

した。読み方は「ほんっこ しん」と津軽弁で読んでください。 

※  は津軽弁独特の「ち」と「つ」の中間の発音です。  ち つ 

ち つ 
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【表紙第三号】記念すべき女性第一号

は小野さんです。図書館にある出久根

達郎の作品すべてを読み終え満足感に

浸っているそうです。そんな小野さん

が選んでくれた本は『作家の値段』 

（914/ﾃｸ）です。 

図 書 館 だ よ り ２０１８．４ Ｖｏｌ．３ 

このお花は、垂石様よりご寄贈いただきました。 



「図書館＝本を読むところ」だと思っているあなた。図書館ってもっと便利で使えるんですよ！

そこでよく聞かれる図書館についてのＱ＆Ａを紹介します。  

Q．本を借りるには 
    お金がかかるの？ 
 
A．いいえ、タダです。借りるため
には貸出券が必要ですが、0歳か
ら作ることができます！高校生以
上の方は名前・住所・生年月日を
確認できるものをお持ちください。 

Q．本を探したいんだけど… 

A．一般室と児童室に本があるかど
うかを調べるパソコンがあります。
直接職員に聞いてもOK！ 
当館にない本もご用意します。 

Q．時間がなくて 
    図書館へ行けない！ 
 
A．そんな時は携帯・パソコンが便利！
図書館ＨＰから本の検索・予約ができま
す。ご自身の利用状況も確認できます！ 

Q．本の字が見えにくくて… 

A．字が大きい「大活字本」や 
拡大読書器、朗読ＣＤなどが
あります。 

 図書館Q＆A 

Q．調べ物をしているが、どの本を 
     見たらいいのかわからない… 

A．まずは職員に聞いてみて！その際に
知っている情報などを教えてください。 
一緒に調べるお手伝いをします。 facebookも 

やってます！ 

図書館HPは 

こちら！ 
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知ってた  知らなかった  これで1つ天才に… file.3 
図書館であったレファレンス（質問）の中から皆さんの役に立ちそうなものをご紹介！ 

 今回紹介するレファレンスは「太宰治記念館『斜陽館』の構造について知りた
い。設計図などを見たい。」というもの。 

 斜陽館についての資料はいろいろありますが、設計図となるとちょっとマニ
アック。まず「斜陽館」で検索してみると『青森県近代和風建築総合調査報告
書』という資料がヒット。見てみると斜陽館（旧津島家住宅）の所在地、年代、
構造などの記載がありました。平面図も載っています。 

また国指定重要文化財であることから「青森県 建築」というキーワードで検索
をしてみると『青森県史 文化財編 建築』、さらに『青森県の暮らしと建築の
近代化に寄与した人々』という資料もヒット。なんだか載っていそう… 
見てみると『青森県史』には主屋、文庫蔵、中の蔵、米蔵、煉瓦塀についての記
述とモノクロ写真、平面図が、『青森県の暮らしと建築の近代化に寄与した
人々』には平面図に加え断面図と寸法の記載がありました！ 
 

 このように斜陽館の心臓部と実際の斜陽館を見比べてみると、また違った 
   斜陽館の姿を見ることができるかもしれませんね。 

『どこでも返却』～五所川原市・ 
      つがる市・中泊町３図書館連携～ 

Q．本を探したいんだけど… 

A．一般室と児童室に本があるかど
うかを調べるパソコンがあります。
直接職員に聞いてもOK！ 
当館にない本もご用意します。 

津軽鉄道活性化促進チーム 

「津鉄ア・モーレ」 
津鉄を盛り上げるため沿線の五所川原市

と中泊町が自治体の垣根を越えて結成し

た職員特命チーム。市HP、Facebook、

インスタにて情報発信をしています！ 

３館以外の資料は、借りた図書館へ返却してください。 
返却処理が完了するまで１週間程度かかりますのでご了
承ください。 

平成３０年５月1日 

         スタート！ 

今回は五所川原市松野木にある遺跡で発見されたとっておきの遺物を紹介します♪ 

『 津 軽 鉄 道 』 

五所川原から中里まで走っている津軽鉄

道。「走れメロス号」や「ストーブ列車」が有

名で、「津鉄」の愛称で親しまれています。

図書館には津鉄の歴史や津鉄に乗って旅

をする本、DVDなどがあります！ 

図書館HPなどで「津軽鉄道」と検索してみ

てください♪ 

五所川原市立図書館・つがる市立図書館・中泊町

図書館で借りた本を３館のどこへでも返却するこ

とが可能になります！ 

第３弾！ 

岩偶(がんぐう)  

みなさんは土偶(どぐう)という言葉を聞いた

ことがありますか？「偶(ぐう)＝人形」とい

う意味で、土偶は土をこねて作った人形のこ

とです。つがる市の「しゃこちゃん」が有名

ですね。この写真は「岩偶」と言いますの

で…そうです！岩(石)でできた人形ですね。

この岩偶は東峰小学校の近くにある観音林(か

んのんばやし)遺跡で発見されました。大きさ

は約12ｃｍです。かわいらしいポーズと表情

に加え、体にはおしゃれなグルグル模様があ

ります。 

さて、岩偶という名前ですので素材は岩(石)

です。今では硬い岩や石も機械を使えばすぐ

に削ることがきますが、縄文時代に機械はあ

りません。 

ではどうやって削ったのでしょうか？ 

 

 

実は、この岩偶は柔らかい 

凝灰岩という岩(石)で 

できています。しかし！ 

 柔らかいといっても、ここまで 

綺麗な形にしたり模様を 

つけるのは簡単ではありません。 

前回の「人面形浅鉢(じんめんがたあさば

ち)」と同じく縄文人は細かい作業がとても得

意だったのですね。縄文人、すごい！  

ここでお知らせです！この岩偶は７月～９月

に東京国立博物館で開催される特別展「縄

文－１万年の美の鼓動－」に展示することが

決まりました！全国の縄文時代の遺物が集ま

る展示ですので、夏休みに東京に行くことが

あったらぜひ見学してみてください。 

では、また次回をお楽しみに！ 
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考古シリーズ コレなんだ？ 


